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(4) 連絡運輸にかかる国鉄運賃の延納の取扱し、(昭和37 ・ 3 ・ 25 国立公園地帯?を結ぶ線としてその重要性が加わり ， 根室本線池

から突脳) 1 日 ・ 網走聞の網走本線級 LIJ よりも距般的に短いため，旭川 l ・ 札

述絡運輸にかかる国鉄運賃に対する延納の取扱いを実施した。 幌 ・ 函館方 flíî と網走との直通列車は全部この線を経 rllす る よ う

(5) 通算jt，iJの実施(昭和 37 ・ 11 ・ 1 から実施) になり，池 1 11 ・ 北見聞の網走本線は|反間列車の運転に限られる

石炭運賃の通foI;j，IJを下記運輸機関と実姉した。 状態となってきたので，列車の逆行形態， 利用者の利便等を考

iM}IJ炭砿株式会社尺別鉄道線 えて， 11百和 36 . 4 ・ 1 網走本線の北見 ・ 網走聞を加えて新組川 ・網

御所鉄道株式会社線 走間を石北本線とするこ ととした。

天tE炭砿鉄道株式会社線 したが っ て，この改正によ り網走線の名称はなくな り ，網走

羽眺炭砿鉄道株式会社線 本線の池川・北見聞は *池北線と改められた。 なお，北見・網

三菱鉱業株式会社線 走 (現浜網走) Ifi]は網走本線として大正 1 ・ 10 開通したが， 現在

(6) 延納舶の支払WJ聞の延長 の網走駅は昭和 7 ・ 12 ~土佐されたもので ， このとき 1[1網走駅は

石炭運賃の延納微については， 昭和 39 年度から徴以期間に 駅名を浜網走に改め貨物取扱駅と し ， 網走 ・ 浜網走間は貨物線

入るこ と にな っ ていたが， 石炭鉱来合理化の 目標年次がH日和 42 とな っ て現在にき巨っている。石北線の名称は経過地が石狩国の

年度まで延長されたことに伴い，昭和 39 ・ 3 ・ 1 0 の閣議により ， 北部に当た っ ているので，これに よ っ て名づけた。

その徴収WJ間をH百相 43 年度以降に延長することが決定される (川備品保)

ので， この線に沿って従来の徴収WJ聞を 4 年間延長することと ぜつえんれっか 絶縁劣化 絶縁劣化 と は， 絶縁物が使

した。 用紙年中，熱!'Otl ・ 電気的作用 ・ 機械的桜動あるいは衝撃 ・ 湿

3 延納'Kfiの完封i
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日 本圃有鉄道にかかわる石炭運賃の臨時特別倍程に以lする件

(閣議決定)

36 ・ 6 ・ 13

経済企l岨庁

運 輸省

l 石炭産業の合理化を今後い っそう促進する見地から ， 日

本凶有鉄道の石炭(山元発送のものに限る。)にかかわる車抜貨

物巡貨については，下記の特別措置を行なうものとする。

川 日本凶有鉄道において，本年 4 月貨率改訂による ìill賃 1) I 

上げro'iの 2 分の l に相当する金額の延納を認める。

(2) 延納をd、める JPJ聞は， 昭和 38 年度末までとする。

(3) 延納によ っ て生ずる未払金については，日本国有鉄道は，

石炭事業者と協"殺して定めるところにより適当な担保梢位をこ

うじさせ，昭和 39 年度以降相当!日l聞に均等返済を受けるもの

とする 。

(4) 延納によ っ て生ずる 日本国有鉄道の未収金については，

l司鉄収支の状況~1[を勘案して所要資金上の措i丘を行なうものと

する。

2 本措位は，昭和 36 年 7 月 l 日以降実施するものとする 。

(寺附博)

せき lまくほんせん 石北本線 宗谷本線新旭川| から東進，

大雪山の山ろくを走り遠軽 ・ 北見を経てオホ ー ツク海に臨んだ

網走に至る 234km の線と網走・浜網走問の 8km の貨物文科iを

含み，総宇\~キロ 234. 8km の線であ る。

この線は，はじめ東西 I I I ，J線に分かち，石北西線としてIill.川か

ら大正 11 ・ 11 新組川・ 愛別間， 昭和 4・ 11 愛別 ・ 中越間が開通

した。 1..i北東線は遠軽から着工し ， 昭和 2 ・ 10 遠軽 ・ メLiliJi布悶，

昭和 4 ・8 丸瀬布 ・臼ぬ聞が開通した。 のちPj.l和 7 ・ 10 西線中舷・

東線白沌聞が開通，東西線が結ばれたので泌別総遠軽 ・ 北見

( I EJ !Ilf付牛)聞をあわせて新旭川 ・北見聞を石北線とした。 新旭

川 ・北見開の石北線は，この区間から分かれる支線がなかった

ので， 本線と支線のl正別のない例のーっとな っ ていたが，その

後時代の発肢につれ，この線は北海道中央部と網走または阿寒

54および化学的1'1'Jll ~1[により段高2 ・ 2げき(隙) ・ き裂の発生

または，ぜし、(1施)弱化し ， 絶縁機能が低 ドした状態をしづ。

工1'1'不良， (~ ';'J・ 4、完全および沼峨呼のJ忠条例 の重飯は，劣化

進行速度を早めるものである。

絶縁劣化機械については， まだ決定的に論じられていないが，

紡栄的には絶縁耐力の低下，誘電正後 (tan 8) の変化，イオ γ

化点、の低下， 11W[の明大ならびに電流波形の変わい(歪)あるい

は絶縁抵抗の低下等の U'i現象を呈する。また絶縁劣化の検出法

は近年活発に研究が進められているが， 現在までに開発された

ものは， いずれも絶縁機能低 Fに よる現象を l"rlìえて絶縁劣化を

検出，判定するもので， 次の方話、がある。

川 絶縁低抗法 (2) 誘1[ïH産法 (3 ) 交流電流試験法 ( ïJí

Hゴ交流ì.. U (4) コロナ試験ì1、 (5) [rf lAt分試験法 (6) 悼i態

波形法 (7) 総長ま而tJJ試験I~o (白石 11)治 )

せ っ きんよほうくかん 接近予報区間 列車指令， 駅長

など，東海道新幹線の列取の運転を取り扱 っ ている者に，列車

が停車場に接近したことを知らせるための A. T.C. 進路である。

こ の j)<問の始端には， 川'，!助進路設定装|丘の列車.i1!i別地上子

が設けてあ っ て，その上を列車が通過したとき，自動的にその

列車の紐別に応じた方向に駅の転てつ取を転換し，場内進路に

進行を指示する信号 (210 (，す号 -70 (，イ 号) を現示するよ うにな っ

てい る 。

この A.T.C. 進路の {立 II~lは ， f，" l i場の最外方の場内進路から

外方自13 需 11 に当たっていて ， 列車がこの |天聞に進入し，まだ

flófYJ進路設定到J ftが動作していなくても，常時 210 (;0; 号を現示

す る |正問であるから不必要なブレー キをかけることはない。

この|玄関の次のl又 IliIは，停車場における最外方の場内進路に

対する桜近鎖錠l玄関であ る 。 C.T.C. または駅において， 列ïlI

がJ主近鎖錠1>( 111]に入 っ た後，進路の板前し，取直しをすると ，

接近鉄事;;がかか っ て 120 秒間はヰb(i'J進路に進行を指示する信号

を現示する ことができないので， >' ~JWを途'.I~で停止させた り，

プレ ー キlIE脱が小起して非常プレーキが作川したりする よう に

な っ ている。駅長，列車指令等の以級者は列車が接近予報灰|首1

内にある聞に J'J !日uilt路設定の正否を的認、 し，必要により 手動に

よる進路の設定， 変更等を行なうと，このような支障を排除で

きる。

この よう に，桜近予報|夫聞は，他の A. T. C. 進路とは異なり，

運転耳元抜 |二重要な 1><:聞であるから， C.T.C . の表示徽および駅

の臨時速度指IJIQ~flilj御般のこの区間に相当する列車位位表示燈を
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